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服部 嵐雪（はっとり らんせつ）

資 料

短冊 『いまのしまたの よし寸けのことも 見通し難くて

鍛冶の火の 殊更に秋 笠の霜 嵐雪』

作 者

１６５４（承応３）－１７０７（宝永４）．１０．１３

江戸（東京都）湯島生まれ。

松尾芭蕉に俳諧を学ぶ。武士をやめて宗匠として俳諧に

専念する。芭蕉没後の蕉門で榎本其角と人気を二分し、

その系統は雪門と呼ばれる。蕉門十哲の一人。
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